
 

2南九州議会だより　第16号　補正予算

議

会

費

○
市
議
会
議
員
費

▲
１
０
０
万
４
千
円

　

常
任
委
員
会
の
管
外
研
修

地
変
更
に
伴
う
旅
費
の
減
額

で
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

ト
イ
レ
改
修
工
事
で
あ
る
。

財
源
内
訳
は
県
補
助
金
が

４
３
５
万
円
と
一
般
財
源
が

９
１
５
万
８
千
円
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

市
が
整
備
す
る
必
要
性

は
何
か
。

答　

利
便
性
の
向
上
に
よ

り
、
指
宿
・
枕
崎
線
の
利
用

促
進
や
頴
娃
高
校
の
生
徒
確

保
、
観
光
客
の
誘
致
な
ど
の

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る

が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
し
て
は
改

修
の
考
え
が
な
い
こ
と
か

ら
、
市
が
整
備
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

○�
固
定
資
産
土
地
評
価
統
合

整
備
事
業
費

５２
万
５
千
円

　

昨
年
度
実
施
し
た
標
準
宅

地
鑑
定
評
価
を
再
調
査
し
、

時
点
修
正
を
行
う
委
託
料
で

あ
る
。

総

務

費

○
Ｊ
Ｒ
西
頴
娃
駅
管
理
費

１
３
５
０
万
８
千
円

　

Ｊ
Ｒ
西
頴
娃
駅
ト
イ
レ

改
修
事
業
が
「
木
の
あ
ふ

れ
る
街
づ
く
り
事
業
」
に

民

生

費

○�

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
費５

４
７
万
７
千
円

　

地
域
の
市
民
活
動
と
し
て

高
齢
者
な
ど
へ
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
活
動
を
支

援
す
る
経
費
で
、
財
源
は
全

額
県
補
助
金
で
あ
る
。

○
古
殿
保
育
所
費

２
２
１
万
１
千
円

　

０
歳
児
が
見
込
み
よ
り
多

く
入
所
し
、
臨
時
保
育
士
１

人
の
雇
用
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
賃
金
な
ど
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

○
児
童
扶
養
手
当
関
係
費

３
８
０
万
９
千
円

　

母
子
父
子
家
庭
の
受
給
対

象
児
童
数
が
、
見
込
み
よ
り

増
え
た
こ
と
に
よ
る
扶
助
費

の
増
額
で
あ
る
。

衛

生

費

○
老
人
保
健
事
業
費

３
０
９
万
９
千
円

　

平
成
２２
年
度
老
人
保
健
事

業
の
医
療
給
付
費
事
業
実
績

に
よ
る
返
還
金
で
あ
る
。

子育て支援の充実を

改修される西頴娃駅トイレ

防霜ファン設置事業　費など補正
一
般
会
計
の
主
な
補
正

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
費
、
Ｊ

Ｒ
西
頴
娃
駅
管
理
費
な
ど
で
、
１
億
１
８
３
２
万
４
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
２
０
７
億
４
６
０
８
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
２５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
南
九
州
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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農
林
水
産
業
費

○�

都
市
農
村
交
流
対
策
事
業

費

８０
万
円

　

水
田
の
有
効
活
用
及
び
都

市
住
民
と
の
交
流
を
支
援

し
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
た
め
、
平
成
24
年
度
に
湿

田
な
ど
の
転
作
条
件
不
利
用

地
な
ど
を
活
用
し
て
、
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
を
行
う
た
め
の
準

備
経
費
で
あ
る
。

○�

頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
費▲

２６
万
円

　

長
期
研
修
生
の
農
家
実
習

に
対
す
る
補
助
金
を
計
上
し

て
い
た
が
、
応
募
が
無
く
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

研
修
生
の
減
少
に
よ

り
、
施
設
が
有
効
活
用
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
今

後
、
研
修
生
の
受
入
体
制
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

都
会
か
ら
の
新
規
就
農

者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市

内
農
家
の
後
継
者
を
重
点
的

に
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ

た
い
。

○�

熊
ヶ
谷
放
牧
場
施
設
改
修

事
業
費

１
２
６
０
万
円

　

施
設
の
台
風
災
害
及
び
老

朽
化
に
よ
る
牛
舎
な
ど
の
改

修
に
係
る
工
事
請
負
費
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

委
員
か
ら　

屋
根
の
改
修
に

つ
い
て
は
部
分
改
修
と
な
っ

て
い
る
が
、
築
後
４５
年
経
過

し
て
い
る
建
物
も
あ
り
、
全

面
改
修
も
含
め
、
関
係
部
署

と
調
整
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

○�

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

援
対
策
事
業
費１

２
０
万
円

　

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り

組
む
農
業
者
に
対
し
１０
ア
ー

ル
当
た
り
、
国
４
千
円
、
県

と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
２
千
円
の

計
８
千
円
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

事
業
対
象
農
家
は
。

答　

県
が
認
定
し
て
い
る
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
で
、
作
物
別

で
は
、
お
茶
１０
戸
、
ご
ま
６

戸
、
野
菜
２
戸
の
有
機
農
業

を
実
施
し
て
い
る
18
戸
の
農

家
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

○
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
費

１
４
０
５
万
３
千
円

　

当
初
計
画
を
上
回
る
申
請

が
あ
っ
た
た
め
、
不
足
す
る

補
助
金
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。～

審
査
の
中
で
～

問　

農
家
戸
数
及
び
対
象
地

域
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

頴
娃
地
域
５６
戸
の
１６
・

９６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
知
覧
地
域

６
戸
の
１
・
４３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

川
辺
地
域
４
戸
の
１
・
４６
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
全
体
で
６６
戸

の
１９
・
８５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

土

木

費

○
市
道
単
独
整
備
事
業
費

３６
万
４
千
円

　

積
算
作
業
に
必
要
な
土

工
・
土
積
計
算
シ
ス
テ
ム
機

器
が
不
具
合
と
な
っ
た
た
め

の
備
品
購
入
費
で
あ
る
。

消

防

費

○
消
防
総
務
費（
一
般
経
費
）

９
２
７
万
１
千
円

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
る
消
防
団
員
へ
の
公
務

災
害
補
償
の
た
め
、
責
任
共

済
掛
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
差
額
分
の
経
費

が
主
で
あ
る
。

みごっか!　田んぼアート（青森県田舎館村）

台風被害にあった熊ヶ谷放牧場

防霜ファン設置事業　費など補正
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教

育

費

○�

学
校
共
済
住
宅
費
（
一
般

経
費
）

２
５
３
万
９
千
円

　

教
職
員
住
宅
の
浄
化
槽
破

損
に
伴
う
改
修
工
事
が
主
な

も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

委
員
か
ら　

長
期
間
入
居
さ

れ
な
い
教
職
員
住
宅
の
活
用

の
た
め
、
市
外
か
ら
通
勤
す

る
教
職
員
に
入
居
を
働
き
か

け
る
こ
と
と
、
市
民
の
入
居

が
可
能
か
、
規
則
改
正
の
検

討
を
含
め
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
す
る
。

○�

給
食
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

準
備
経
費

▲
１
２
９
万
１
千
円

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
給
食
配
送
車
４
台

を
、
新
車
リ
ー
ス
か
ら
中
古

車
リ
ー
ス
へ
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
賃
借
料
の
減
額
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

車
体
規
格
の
異
な
る
中

古
車
リ
ー
ス
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
配
送
に
不
具
合
は
生

じ
て
い
な
い
か
。

答　

コ
ン
テ
ナ
室
の
庇
ひ
さ
し
に
接

触
す
る
可
能
性
が
あ
る
学
校

に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
中
に

改
修
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
か
ら　

配
送
距
離
が
伸

び
、
配
送
も
長
時
間
と
な
る

こ
と
か
ら
、
業
務
委
託
者
、

リ
ー
ス
業
者
と
情
報
交
換
を

密
に
行
い
、
事
故
な
ど
が
発

生
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

○
川
辺
文
化
会
館
管
理
費

１
３
０
万
１
千
円

　

保
守
点
検
報
告
書
に
よ
り

冷
却
温
水
ポ
ン
プ
分
解
整
備

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

の
修
繕
料
で
あ
る
。

託
料
で
あ
る
。

特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業

５
６
９
２
万
９
千
円

　

平
成
２２
年
度
国
庫
支
出
金

の
精
算
に
よ
る
返
還
金
が
主

で
あ
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療

７９
万
円

　

平
成
２２
年
度
決
算
剰
余
金

○
小
学
校
施
設
管
理
費

４
５
０
万
５
千
円

　

中
福
良
小
３
・
４
年
生
が

複
式
学
級
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
黒
板
な
ど
の
改
修
及
び

松
山
小
の
法
面
が
大
雨
に
よ

り
一
部
崩
落
し
た
こ
と
に
伴

う
工
事
請
負
費
で
あ
る
。

○
中
学
校
施
設
管
理
費

７
８
４
万
５
千
円

　

川
辺
中
学
校
弓
道
場
の
雨

漏
り
防
止
の
た
め
の
屋
根
改

修
工
事
費
と
非
常
放
送
設
備

機
器
の
故
障
に
伴
う
備
品
購

入
費
で
あ
る
。

○�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
管
理

費

１
５
２
万
４
千
円

　

空
調
機
器
及
び
映
像
シ
ス

テ
ム
の
一
部
が
故
障
し
た
た

め
に
修
理
を
行
う
経
費
が
主

で
あ
る
。

○
地
区
公
民
館
管
理
運
営
費

３
７
万
９
千
円

　

勝
目
校
区
公
民
館
敷
地
内

の
セ
ン
ダ
ン
な
ど
が
、
道
路

の
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
た

め
、
そ
の
剪
定
に
要
す
る
委

の
一
般
会
計
へ
の
返
還
金
が

主
で
あ
る
。

○
介
護
保
険
事
業

１
億
１
７
７
０
万
４
千
円

　

過
年
度
精
算
に
伴
う
国
・

県
・
支
払
基
金
へ
の
返
還
金

が
主
で
あ
る
。

そ
の
他
の
議
決

専
決
処
分
の
承
認

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
介
護
保
険
被
保
険
者

に
係
る
保
険
料
減
免
の
た

め
、
南
九
州
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
専
決
処
分

し
た
も
の
。

「
専
決
処
分
」
と
は

　

議
会
で
議
決
す
べ
き
事
件

を
市
長
が
処
分
す
る
も
の

で
、
市
長
が
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
き

な
ど
限
定
的
に
適
用
さ
れ

る
。

　

専
決
処
分
し
た
場
合
は
、

次
の
会
議
に
お
い
て
報
告

し
、
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

雨漏りがする川辺中弓道場

東日本大震災の影響で新車から中古車へ




